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第245回定例議会が3月4日から12日までの会期で開催さ
れました。31件の議案、1件の諮問、2件の発議が審議
され、原案通り可決しました。なお、併せて審議された
請願2件は不採択となりましたので合わせてご報告させ
ていただきます。
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請願審議

第1号「採択するべき」との立場。理由は以下の通り

インボイス制度は税の公平性を目指すも、小規模事業者に過大な負担を与え、経営悪化や廃業を招いて
います。物価高騰下での負担増は深刻で、多様な業種に影響。創業意欲も低下させ、社会経済の基盤を
揺るがす恐れがある。滑川町は創業者支援の観点からも、制度廃止を国に求めるべきだ。

滑川町議会議員 中西文寿

Mail : nakanishi.suppo789@gmail.com
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＜中西文寿の議会だより＞
第2号「採択するべき」との立場。理由は以下の通り

物価高騰が住民生活を圧迫する中、消費税は低所得者に重い負担となっている。賃上げも物価上昇に追
いつかず、実質賃金は減少傾向にある。請願は、住民生活を守り、地域経済を活性化するため、消費税
率5％以下への引き下げを国に求めるもの。財源確保は可能であり、地方自治体として住民の声を国に届
けるべきだ。

一般質問

今回登壇した議員は9名。中西からの質問は以下の通り

テーマ 質問 回答 所見

①大規模な建物には防火水槽

を設置させることになってい

るか。

延床面積1,000㎡で20ｔ、

2,000㎡で40ｔの防火水槽を設

置させている。

②滑川や市野川から直接取水

できるようにポンプなどの設

備を備えておくことはできる

か。また東武東上線を跨いで

消火活動はできるか。

河川から直接取水できるよう

に設備を備えることは大規模

な工事となるため難しい。ポ

ンプ車及び可搬ポンプを積載

している消防車両を使って河

川や沼、水路からのくみ上げ

ることができる。東武線を跨

ぐことは不可。

③太径管の敷設やループ配管

の導入など配管網の強化は不

要か。

現状の管径に対して大きな不

満や苦情はいただいていな

い。ループ配管は現状町内の

配水管の敷設は水が循環され

るように考慮されている。

④消火栓の給水能力を増強す

るための工事は不要か。

町内には消火栓や防火水槽が

点在しており、消火栓以外に

も防火水槽や沼などの自然水

利を利用して消火活動を行う

ので、消火栓の給水能力を増

強しなくても水が出なくなる

ことはないと考えている。

「水が出なくなることはない」という表現については、慎重な

検討が必要である。しかしながら、配水管図を確認したとこ

ろ、特に住宅密集地においては水道管が網の目状に配置されて

おり、各ループに消火栓が設置されていることから、同時放水

による水圧の低下は起こりにくいと考えられる。また、防火水

槽や自然水利も存在するため、現時点では消火栓の給水能力増

強は不要であると判断する。

⑤どの程度の消火能力がある

のかは、実際に見るのが一番

説得力があると思う。同時放

水のデモストレーションをで

きないか。

放水訓練は地元住民の理解を

得て毎年やっている。消火

栓、防火水槽を利用した放水

訓練は可能と思われる。

前述の通り、机上においては火災が同時に多発した場合でも、

ある程度の対応は可能であると考えられる。しかしながら、あ

くまで机上の計算であるため、実際の運用において机上の理論

通りに機能するかを確認することは重要である。放水訓練の見

学は、住民の皆様の防災意識向上にも繋がると考えられるた

め、是非とも実現させたい。
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域計画における火災

対策

①「消火力低下等により、大

規模延焼が発生する事態」と

いうリスクシナリオに対し

て、どのように対応しようと

しているのか具体的に教えて

ほしい。

二次災害を発生させないため

「人的被害を防ぐために防災

拠点機能を強化し逃げ遅れを

発生させないこと」「火元と

なるリスクを防ぐため空き家

の適切な維持管理の指導を講

じること」

を挙げている。

提示された対応策は、リスクシナリオとの関連性において若干

のずれが見受けられるが、火災対策としては必要な事項である

と認識する。しかし、現時点では抽象的な内容に留まってお

り、更なる具体化が求められる。また、リスクシナリオに即し

た具体的な対応策も必要である。

来年度に地域防災計画の見直しと併せて、職員の初動マニュア

ル、避難所開設・運用訓練マニュアル等の検討を行い、防災・

災害支援対策を構築するとのことである。具体的かつ実践的な

対策が策定されることを期待する。策定過程において協力でき

ることがあれば、積極的に取り組みたい。

火災時の消火能力1

延床面積1,000㎡以上の建物は町内に110棟あり、その多くが東

武東上線以南に位置していると推測される。東武東上線を境界

とした消火活動については、水源の確保方法が異なるため、事

前の確認が必要である。東武東上線以南では防火水槽を、以北

では河川や沼を水源として、ポンプ車や可搬ポンプを用いた広

範囲な消火活動が想定される。月の輪の東武東上線以南は、国

道254号線との間の比較的狭い範囲ではあるが、消火栓に依存

する可能性が高く、大規模火災発生時のシミュレーションが不

可欠である。

ループ配管（環状配管）は、複数経路で配管を接続し、一部で

不具合が発生した場合でも断水を防ぐための措置であり、すで

に実施済みとのことである。ただし、消防活動の観点からルー

プ配管の充足性については、今後の検討課題としており、今後

の進捗に期待する。
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